
午
前
九
時
か
ら
の
一
時
間
で

１
ｍ
水
位
が
上
昇
し
た
小
田
川

の
状
況
か
ら
、
倉
掛
自
治
連
合

会
は
井
原
分
団
第
３
部
に
緊
急

出
動
を
要
請
。

家
屋
浸
水
を
防
ご
う
と
市
は

建
設
業
者
へ
水
中
ポ
ン
プ
の
設

置
を
指
示
。
や
が
て
リ
ー
ス
会

社
か
ら
ポ
ン
プ
が
届
き
、
消
防

ポ
ン
プ
と
併
用
し
て
泥
水
の
排

出
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
大

西
歯
科
医
院
周
辺
や
八
組
の
住

宅
等
へ
入
り
込
ん
だ
大
量
の
泥

水
吸
引
は
容
易
で
な
く
、
作
業

は
夕
刻
ま
で
続
い
た
。

今
回
の
被
災
原
因
は
水
門
管

理
の
不
手
際
が
明
ら
か
。
井
原

分
団
の
岡
本
分
団
長
が
市
か
ら

閉
門
指
示
を
待
っ
て
い
る
う
ち

に
泥
水
は
一
気
に
入
り
込
み
、

冠
水
区
域
が
拡
大
し
た
。

平
成
十
年
十
月
に
約
三
十
世

帯
が
床
下
浸
水
し
た
逆
流
災
害

の
教
訓
が
生
か
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
住
民
ら
は
「
市

は
毎
年
、
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
井
原

町
東
部
の
雨
水
が
集
ま
る
倉
掛

の
冠
水
実
態
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。
た
び
重

な
る
災
害
に
き
ち
ん
と
し
た
対

応
策
を
示
し
て
欲
し
い
」
と
眉

を
ひ
そ
め
て
い
た
。

七
月
十
四
日

の
小
田
川
増
水

に
よ
る
倉
掛
地

区
冠
水
か
ら
約

二
週
間
後
の
二

十
九
日
、
河
川

を
管
理
す
る
井

原
市
建
設
経
済

部
都
市
建
設
課

は
、
つ
ど
え
～

る
で
水
門
等
に

関
す
る
説
明
会
を
開
き
、
住
民

ら
四
十
四
人
が
出
席
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
倉
橋
自
治
連

合
会
長
が
「
水
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
へ
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ

ま
す
」
な
ど
と

挨
拶
。

市
建
設
経
済

部
の
高
村
部
長

は
「
今
回
の
浸

水
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の

市
民
に
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま

し
た
。
地
元
と
行
政
が
協
力
し

て
万
全
の
体
制
が
と
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。
今
夜
は
水
門
管
理

や
ポ
ン
プ
の
設
置
等
に
つ
い
て

お
互
い
が
再
認
識
す
る
と
い
う

趣
旨
で
す
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
都
市
建
設
課
の
川
上

課
長
が
井
原
町
内
の
水
系
に
つ

い
て
説
明
。
緊
急
時
の
水
門
管

理
体
制
や
当
面
の
水
防
計
画
を

明
ら
か
に
し
た
（
写
真
）
。

市
の
応
急
策
に
対
し
て
地
元

は
本
格
的
な
排
水
ポ
ン
プ
場
建

設
を
望
む
声
が
根
強
く
、
冠
水

に
よ
り
過
去
数
台
の
車
を
ダ
メ

に
し
た
と
い
う
男
性
は
「
市
へ

何
度
お
願
い
し
て
も
理
解
が
得

ら
れ
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

本
気
で
考
え
た
こ
と
は
な
い
の

か
」
と
抜
本
策
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
水
門
閉
鎖
中
に
井

原
町
東
部
へ
豪
雨
が
あ
っ
た
場

合
を
想
定
し
「
倉
掛
へ
設
置
す

る
１
台
の
土
木
用
水
中
ポ
ン
プ

で
関
係
全
域
の
雨
水
を
排
水
で

き
る
の
か
。
２
台
目
は
福
山
の

リ
ー
ス
会
社
か
ら
借
り
る
と
い

う
の
も
現
実
的
で
な
い
」
と
い

っ
た
意
見
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
高
村
部
長
は

「
皆
様
の
ご
意
見
を
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

「
は
ー
と
ふ
る
カ
プ
セ
ル
」

は
、
自
宅
で
救
急
車
を
必
要
と

す
る
事
態
に
備
え
、
筒
状
の
容

器
の
中
に
緊
急
連
絡
先
、
か
か

り
つ
け
医
及
び
服
薬
等
の
情
報

を
記
し
た
救
急
医
療
情
報
カ
ー

ド
を
入
れ
、
見
つ
け
や
す
い
よ

う
に
冷
蔵
庫
内
に
保
管
し
て
お

く
も
の
。

病
気
や
け
が
で
本
人
の
意
識

が
な
く
て
も
中
の
情
報
を
見
る

こ
と
に
よ
り
、
救
急
隊
員
が
迅

速
、
的
確
に
救
護
で
き
、
医
療

機
関
へ
の
引
継
ぎ
や
救
急
連
絡

先
な
ど
へ
の
連
絡
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。

は
ー
と
ふ
る
カ
プ
セ
ル
は
、

独
居
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
等
に
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
民
生
委
員
・
福
祉
委
員

等
が
協
力
し
て
、
各
地
区
の
実

状
に
合
わ
せ
て
配
布
を
す
す
め

る
。
倉
掛
地
区
で
は
約
六
十
個

が
近
日
中
に
配
布
さ
れ
る
予

定
。
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（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

梅
雨
末
期
の
豪
雨
で
七
月
十
四
日
午
前
、
小
田
川
の
水
位

が
急
上
昇
し
、
井
原
大
橋
北
の
水
門
等
か
ら
濁
流
が
入
り
込

み
、
正
午
頃
に
は
倉
掛
地
内
の
随
所
が
冠
水
し
た
。

小田川増水で水門から濁流が入り込み冠水した倉掛地内＝7月14日午
後12時45分撮影・中央青果市場前

小
田
川

増

水

北
山
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
会
を
迎
え

て
七
月
二
十
五
日
、
つ
ど
え
～
る
で

サ
ロ
ン
あ
す
は
お
笑
い
演
芸
会
が
開

か
れ
、
約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

最
初
の
演
目
「
夏
の
夜
は
」
で
、

女
装
し
た
六
人
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
ま

ず
ビ
ッ
ク
リ
。
続
く
「
狙
い
う
ち
」

は
女
性
陣
の
腹
踊
り
。
幕
間
に
は
司

会
進
行
も
務
め
る
片
山
さ
ん
が
「
ボ

ケ
な
い
音
頭
」
な
ど
を
歌
い
盛
り
上

げ
る
。
風
船
や
フ
ラ
フ
ー
プ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
等
を
使
っ
た
ひ
げ
ダ
ン
ス
で

は
、
飛
び
入
り
参
加
者
も
共
演
。
最

後
は
「
ま
つ
り
」
の
曲
に
乗
っ
て
傘

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
お
笑
い
演
芸
会

を
華
や
か
に
締
め
く
く
っ
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
会
員
ら
は
「
北

山
の
方
々
は
す
ご
い
。
一
年
分
笑
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

サロンふれあい交流会で熱演

過去の教訓活かされず

倉掛地区

市
、
応
急
対
策
示
す

都市建設課
水門説明会

冷
蔵
庫
に
保
管

後から黒子が支えるリンボーダンス

住民

高さ22㎝×直径6.5㎝



梅
雨
明
け
し
た
ば
か
り
の
日

差
し
が
ま
ぶ
し
い
七
月
十
七
～

十
八
日
、
平
成
二
十
二
年
度
倉

掛
少
年
団
キ
ャ
ン
プ
が
美
星
町

の
中
世
夢
が
原
で
行
わ
れ
た
。

一
行
は
十
七
日
午
前
九
時
に

郷
社
へ
集
合
。
バ
ス
で
矢
掛
Ｂ

＆
Ｇ
へ
移
動
し
て
カ
ヌ
ー
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
＝
写
真
下
＝
し
た
。

指
導
員
か
ら
安
全
な
操
縦
方
法

を
教
わ
り
さ
っ
そ
く
乗
船
。
初

め
は
パ
ド
ル
扱
い
に
四
苦
八
苦

し
て
い
た
団
員
も
や
が
て
慣
れ

て
く
る
と
表
情
に
余
裕
も
出

て
、
気
持
ち
よ
く
ス
イ
ス
イ
。

一
人
乗
り
と
二
人
乗
り
の
十
六

艇
に
分
乗
し
、
青
空
の
下
で
爽

快
な
二
時
間
を
過
ご
し
た
。

続
い
て
標
高
約
３
０
０
ｍ
の

高
原
に
あ
る
美
星
町
・
中
世
夢

が
原
へ
。
お
祭
り
広
場
で
昼
食

を
と
り
、
場
内
を
自
由
散
策
し

た
り
遊
具
で
楽
し
ん
だ
。

午
後
三
時
か
ら
の
テ
ン
ト
張

り
が
終
わ
る
と
、
班
ご
と
の
カ

レ
ー
調
理
に
汗
を
流
し
、
夜
は

美
星
な
ら
で
は
の
感
動
的
ス
タ

ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
と
プ
チ
肝
試

し
で
一
日
目
を
有
意
義
に
過
ご

し
た
。

眠
れ
ぬ
一
夜
が
明
け
る
と
朝

食
を
す
ま
せ
て
テ
ン
ト
撤
収
、

退
所
式
と
キ
ャ
ン
プ
生
活
も
終

盤
。
近
く
に
あ
る
青
空
市
場
で

そ
ば
打
ち
を
体
験
後
、
皆
で
賞

味
し
て
一
泊
二
日
の
全
日
程
を

消
化
、
少
し
早
め
に
倉
掛
へ
戻

っ
た
。

第
三
十
六
回
井
原
夏
ま
つ
り

が
八
月
七
日
、
井
原
駅
前
通
り

一
帯
で
開
催
さ
れ
、
午
後
七
時

か
ら
倉
掛
踊
乱
会
ら
二
十
三
団

体
、
約
１
１
０
０
人
が
井
原
音

頭
や
備
中
ホ
イ
サ
な
ど
の
曲
に

乗
っ
て
一
時
間
四
十
分
、
総
踊

り
を
繰
り
広
げ
た
。

倉
掛
踊
乱
会
は
昨
年
、
飛
び

入
り
連
で
踊
り
に
加
わ
り
、
今

年
は
総
勢
四
十
一
人
で
本
格
的

に
参
加
。
得
意
の
仮
装
技
を
活

か
し
て
連
獅
子
と
エ
ビ
ス
＆
ビ

ー
ル
缶
に
三
人
が
変
身
、
観
客

の
注
目
を
集
め
た
。
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8/29  井原市長選挙告示
8/29  井原町ソフトボールリーグ

倉掛－中町 倉掛－岩野
（9：00～ 井原小学校）

9/ 5  井原市長選挙投開票日
9/ 5  消防団第３部試運転日
9/ 8  サロン・ふれあい交流会

午前10時～ つどえ～る
9/12  井原中学校体育大会
9/12  井原町敬老会

（井原小学校体育館）
9/18  自治連合会防犯パトロール
9/18～20 倉掛山岳会・乗鞍岳登山
9/19  井原中吹奏楽部定期演奏会

開場13：00～井原市民会館
10/ 3  井原市民体育祭
10/16  自治連合会防犯パトロール
10/17  倉掛少年団・公園＆堤清掃
10/24  井原町秋まつり
10/31  倉掛少年団・秋季資源回収

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■ラジオ体操

少年団主催のラジオ体操が７月２０日～８

月１日まで郷社境内で行われた。

■県中学校総体・陸上４位入賞
（7/22 カンコースタジアム）

▽男子１年１５００ｍ決勝
④山岡 友紀（井中１・倉掛15-1組）

４分４６秒８１

井
原
学
区
少
年
団
球
技
大
会

（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
が

梅
雨
の
晴
れ
間
の
六
月
二
十

日
、
井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
開
か

れ
、
八
つ
の
少

年
団
か
ら
計
十

二
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

倉
掛
の
Ａ
Ｂ

２
チ
ー
ム
は
バ

ラ
ン
ス
と
れ
た

編
成
で
そ
れ
ぞ

れ
の
試
合
に
臨

ん
だ
。

倉
掛
Ａ
の
予
選

リ
ー
グ
初
戦
は
新

町
Ｂ
。
１
回
裏
に

先
取
点
を
あ
げ
た
も
の
の
、
悔

し
い
逆
転
負
け
。
二
試
合
目
は

優
勝
し
た
本
町
と
接
戦
を
演
じ

て
４
対
４
で
引
き
分
け
た
。

一
方
、
倉
掛
Ｂ
は
予
選
リ
ー

グ
を
２
勝
０
敗
と
好
調
。
準
決

勝
で
下
町
に
勝
ち
、
本
町
と
の

決
勝
も
倉
掛
優
位
に
展
開
。
し

か
し
、
最
終
４
回
裏
に
逆
転
を

許
し
準
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

ｆｉｇｈｔ！

井原夏まつり
＜倉掛Ａチーム＞

倉掛Ａ １－３ 新町Ｂ
倉掛Ａ ４－４ 本町
倉掛Ａ ４－５ 夏目Ｂ
倉掛Ａ ８－０ 猪清

＜倉掛Ｂチーム＞
倉掛Ｂ ９－０ 中町
倉掛Ｂ ４－２ 新町Ａ
倉掛Ｂ ８－３ 下町
倉掛Ｂ ４－５ 本町

攻
守
に
活
躍
し
た
６
年
川
上
大
河
君

田原智子さん（左）と佐藤葵さんペア

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
６
年
塚
村
壮
司
君

＜乗鞍岳登山追加募集＞
倉掛山岳会が9月18～20日に実

施する乗鞍岳登山バスツアーの参

加者を２～３名程度追加募集中。

【会費】大 人 ３１０００円

【申込】谷和政又は渡辺建材まで

申込書と申込金１万円を

ご持参下さい。

【その他】天候等で変更あり。

◇ ◇

9/18 21：30 つどえ～る発

9/19 11：00 乗鞍岳（3026ｍ）

13：00 平湯（入浴・昼食）

（高山市ホテル泊）

9/20 8：40 高山朝市

10：30 白川郷散策・昼食

20：30 つどえ～る着


